
漱
石
の
旧
居
を
背
景
に
躍
っ
た

　

（そ
の

一
）

巻
と
青
春
の
光
と
需

Ｌ
野
　
静

激
し
い
戦
人
の
洸
礼
を
受
け
て
本
郷
台
は

´
部

を
除
き
　
殆
ど
が
九
焼
け
状
態
だ
っ
た
．

日
本
医
科
大
学
も
当
時
の
本
館
が
火
を
冠

っ
て

各
所
を
修
復
し
な
が
ら
、
診
療
を
続
け
て
い
た
。

現
在
の
本
館
左
病
室
の
五
０
％
は
草
蓬
々
の
荒
地

で
某
氏
の
所
有
物
件
だ

っ
た
。
そ
の
た
、
小
往
を

挟
み
角
地
に
あ
っ
た
和
東
子
の
名
老
舗

．
炉
庵
も

跡
形
も
な
く
焼
け
落
ち
　
大
き
な
礎
石

（′
一
が

横
転
し
　
戦
火
の
激
し
さ
を
物
語

つ
て
い
た
，
無

論
、
付
近

一
帯
は
焦
土
の
焼
野
が
原
だ
っ
た
。
現

在
の
九
山
ワ
ク
チ
ン
研
究
所
は
雑
本
林
で

一
部
を

切
り
拓
き
某
材
木
商
が
材
料
置
場
に
使
用
し
て
い

た
，
こ
の
雑
木
林
の
前
に

一
炉
庵
の
焼
跡
か
ら
続

く
小
往
を
挟
み
、
夏
目
漱
石

後^
に
森
鴎
外
）
が

住
ん
で
い
た
。
奥
深
い
平
屋
建
て
の
本
造
建
築
だ

つ
た
，
戦
火
は
こ
の
付
近
で
鎮
火
し
た
ら
し
く
、

幸
い
に
も
漱
石
の
旧
居

（後
に
鴎
外
）
は
無
疵
の

ま
ま
古
色
首
然
と
し
た
姿
で
残

っ
て
い
た
．
漱
石

達
が
件
り
て
い
た
建
物
は
代
々
続
く
斉
藤
家
の
所
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有
物
件
だ
っ
た
．

私
は
当
時
　
丸
焼
け
に
な
っ
た
当
時
の
西
須
賀
町

（現
在
の
弥
生

一
ノ
四
）
に
Ｌ
地
を
購
入
　
小
住
七
を

建
築
し
一
人
で
住
ん
で
い
た
．
こ
の
時
点
　
す
ぐ
前
の

水
野
乾
物
店

（当
時
一　
Ｌ
総
屋
関
洒
店
と
高
尾
オ
●

店

当^
時
、
す
味
　
飲
料
水
）
の
〓
店
の
み
が
新
し
く

建
築
、
開
業
し
て
い
た
．
私
の
家
の
周
辺

一
帯
は
全
く

の
焦
ｔ
で
根
津
神
社
の
森
は
九
見
え
、
ま
た
、
東
大
の

キ
ヤ
ン
パ
ス
も
視
界
の
中
に
あ
っ
た
．
夏
に
な
る
と
背

文
ほ
ど
雑
草
が
生
い
茂
り
　
夜
と
も
な
る
と
　
正
体
の

知
れ
な
い
怪
人

（淳
浪
の
野
宿
者
）
が
突
如
　
業
の
中

か
ら
出
没
す
る
と
い
う
怖
い
日
々
だ
っ
た
．
私
は
独
身

で
，

く
の
一
人

，
ま
い
だ
っ
た
の
で
夜
々
、
激
し
い
恐

怖
心
に
悩
ま
さ
れ
　
眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
し
た
も
の
だ
っ

た
．
戦
中
　
戦
後
　
勤
め
た
軍
需
会
社
は
平
和
産
業
に

切
つ
換
え
て
モ
タ
ツ
キ
　
給
料
は
ア
ウ
ン
す
る
し
、
遅

配
　
分
制
払
い
と
い
う
状
態
だ
っ
た
．

私
は
思
い
切
っ
て
会
社
は
リ
タ
イ
ヤ
し
、
喫
茶
店

一と

い
っ
て
も
当
時
の
こ
と
で

，
味
、
ま
や
か
し
の
コ
ー
ビ

ー
を
使
用
）
を
開
業
　
フ
ジ
ミ
　
ケ
ー
キ
ス

（屋
上
か

ら
微
か
に
富
十
山
を
望
０
こ
と
が
出
来
た
一
と
銘
打
ち

水
商
売
に
経
験
の
あ
る
知
り
合
い
の
小
母
に
経
■
を

一

任
し
　
私
は
私
な
り
に
男
の
転
業
を
模
索
し
た
．
し
か

し
、
終
戦
間
も
な
い
頃
と
し
て
は
生
涯
を
頂
け
る
職
業

は
中
々
見
付
け
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
．
己
む
を
得

ず
、
当
時
、
誰
も
が
一
度
は
経
験
し
た

，
日
―
カ
ー
を

手
が
け
た
の
で
あ
る
．
プ
ロ
ー
カ
ー
達
の
メ
イ
ン
　
タ

ー
ゲ
ッ
ト
は
戦
時
中
の
隠
Ｆ
物
資
だ
っ
た
．
語
の
源
を

突
き
止
め
る
と
プ
ロ
ー
カ
ー
達
は
禿
鷹
に
ハ
イ
エ
ナ
が

集
る
よ
う
に
す
か
っ
た
．
し
か
し
　
実
際
は
デ
ッ
チ
ア

ゲ
話
で
物
資
は
何
も
な
か
っ
た
．
源
の
張
本
人
は
プ
ロ

ー
カ
ー
達
の
　
斉
口
撃
に
合
い
　
怒
声
、
罵
声
の
騒
ぎ

の
中
に
家
財
　
道
具
な
ど
を
略
奪
さ
れ
る
と
い
う
今
日

で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
無
政
府
状
態
だ
っ
た
．
実

体
は
別
に
し
て
人
口
　
小
日
の
隠
匿
物
資
の
プ
ロ
ー
カ

ー
話
は
毎
日
の
よ
う
に
駆
け
回
っ
た
．
私
も
無
駄
と
は

知
り
な
が
ら
、
朝
か
ら
駆
け
回
つ
た
．
こ
ん
な
話
で
ノ

ン
、
セ
ン
ス
を
口
々
を
幾
日
も
費
消
し
た
も
の
だ
っ
た
．

ス
ト
レ
ス
は
脳
内
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
、
頭
を
抱
え

て
い
た
．
巣
曰
だ
っ
た
．
私
は
某
有
力
者
に
出
会
っ
た

の
で
あ
る
　
重
要
物
資
の
割
当
制
は
戦
後
も
実
施
さ
れ

て
い
た
，
そ
の
検
流
し
切
符
の
入
子
を
可
能
に
し
て
く

れ
た
の
で
あ
る
．
無
論
、
こ
れ
は

一
種
の
法
外
取
引
で

一
歩
を
誤
る
と
危
な
い
仕
事
だ
っ
た
．
私
は
辛
い
に
も

こ
ん
な
取
引
き
を
月
に
数
回
、
や
り
取
り
す
る
こ
と
が

出
来
た
，
こ
れ
に
依
っ
て
私
は
殆
ど
労
せ
す
し
て
、
当

時
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
二
ヽ
三
倍
の
収
入
を
得
　
悠
々

票
ら
し
て
い
た
．
し
か
し
　
そ
ん
な
甘
い

「日
日
足
好

日
」
の
日
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
は
続
か
な
か
つ
た
．
戦
後

経
済
が
徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
安
定
に
向
か

う
と
切
符
の
シ
ス
テ
ム
が
廃
上
さ
れ
た
か
ら
だ
．
気
が

付
く
と
戦
後
も
既
に
し
ヽ
八
年
か
経
過
し
て
い
た
。
私

の
住
む
西
須
賀
町
の
旧
住
民
が
疎
開
か
ら
徐
々
に
復

帰
　
ま
た
新
た
に
■
地
を
求
め
て
集
ま
り
　
焼
野
が
原

も
次
第
に
マ
チ
の
形
を
整
え
て
行
っ
た
．
和
東
子
の
著

名
老
舗
　
一
炉
庵
も
新
築
、
落
成
し
再
開
し
た
．

や
は
り
老
舗

一
炉
庵
は

，
ス
ガ
に
価
値
観
か
違
っ
て
い

た
．
民
心
の
本
物
指
向
は
強
く
、
Ｉ
開
と
共
に
旧
一
炉



庵
を
知
る
人
、
新
し
く
住
民
に
な
っ
た
人
　
遠
く
か
ら

も
再
開
を
口
伝
て
に
聞
き
、
駆
け
つ
け
る
人
々
で
客
足

は
繁
く
、
さ
を
賑
わ
し
た
．
そ
の
影
響
は
著
し
く
　
マ

チ
全
体
の
活
性
化
を
促
し
漸
く
商
店
会
の
姿
を
取
り
民

し
て
き
た
の
だ
っ
た
．
や
か
て
、
商
店
街
は
わ
が
町
の

シ
ン
ボ
ル
文
豪
漱
石
に
因
み
　
「坊
ち
ゃ
ん
商
栄
会

一

と
命
名
し
た

何
代
か
の
会
長
を
経
て
、
見
識
と
実
行
力
に
宮

み
指
導
力
の
あ
る
紳
士
の
　
炉
庵
の
当
●
　
池
ｎ

氏
を
新
会
長
に
選
出
、
手
始
め
は
、
商
栄
会
存
在

の
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
こ
と
だ

っ
た
．
葉
客
策
と
し

て
史
上
画
期
的
な
商
栄
会
ビ
デ
オ
の
映
写
を
実
現
、

夏
の
イ
ベ
ン
ト
金
魚
掬
い
を
　
投
に
も
開
放
、
区

商
連
に
は
積
極
的
に
参
加
　
親
睦
旅
行
会
実
行
な

ど
多
彩
だ

っ
た
。
折
柄
　
高
度
成
長
経
済
の
幕
開

け
と
な
り
、
我
が
商
店
街
も
好
況
の
波
に
乗
り

各
店
と
も
売
り
上
げ
を
増
強
し
て
行

っ
た
よ
う
だ

っ
た
。
私
の
店
も
そ
の
後
、
二
転
　
三
転
し
　
甘

味
、
喫
茶
、
駄
東
子

副^
業
に
商
品
相
場
一
森
永

製
東
直
売

（池
袋
本
部
一
の
チ
エ
ン
店
な
ど
を
経

て
現
雑
貨
店
に
落
ち
着

い
た
．
私
は
相
変
ら
ず
、

殆
ど
小
母
に
任
せ
切
り
だ

っ
た
の
で
、
こ
の
辺
を

区
切
り
と
し
、
再
び
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
道
を
歩
む

こ
と
に
し
た
．
某
氏
の
紹
介
だ

つ
た
．
情
報
産
業

の
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
入
社
し
た
の
で
あ
る
．

日
な
ら
ず
し
て
私
は
調
査
が
契
機
で
国
産
自
動
車

（株
）
の
小
沢
四
郎
氏
と
親
し
く
な
っ
た
。
お

，
い

に
仕
事
の
合
間
を
経

っ
て
食
事
を
共
に
し
た
り
、

画
廊
や
展
示
会
な
ど
に
出
か
け
た
り
で
交
歓
し
た
。

彼
は
昭
和
二
九
年
東
大
経
済
学
部
を
出
て
大
学
院

修
士
コ
ー
ス
を
修
了
　
頭
脳
明
腋
、
日
八
丁
、
手

人
Ｔ
の
敏
腕
家
だ
っ
た
．

無
論
、
会
社
は
若
手
の
ホ
ー
プ
と
し
て
期
待
し
て

い
た
．
当
時
、
彼
は
デ
イ
ラ
ー
と
し
て
中
近
東
方

面
を
担
当
し
て
い
た
，
従

つ
て
月
に
数
回
以
Ｌ

空
路
を
飛
ん
で
い
た
．
サ
ス
ガ
に
若

い
社
員
の
中

で
は
抜
群
の
業
績
を
挙
げ
て
い
た
ら
し
く
、
係
長
、

課
長
を
経
て
瞬
く
間
に
部
長
に
昇
進
し
た
の
で
あ

る
．
こ
の
頃
、
私
は
彼
の
出
世
を
祝
い
、
彼
の
よ

き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
彼
女
を
写
真
で
紹
介
し
た
．

彼
女
は
私
の
よ
く
知
る
同
じ
地
区
内
に
住
む
斉
藤

家
の
　
人
娘
で
あ
る
．
着
藤
家
は
前
記
の
通
り

，

て
夏
日
漱
石

一後
に
鴎
外
一
が
住
ん
で
い
た
由
緒

あ
る
相
家
で
あ
る
　
無
論
、
我
が
商
店
会
が

「坊

ち
ゃ
ん
商
栄
会

一
と
名
付
け
た
０
か
り
の
旧
家
で

あ
る
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（次
号
へ
つ
づ
く

，

一筆
者
の
紹
介
一

Ｌ
野
　
静

（う
え
の
　
し
ず
か
）

岐
阜
県
閲
市
　
生
ま
れ

早
稲
田
大
学
西
学
部
卒
、

「主
婦
の
友
」
、
「理
研
重
工
業

、

一帝
回
デ
ー
タ
バ
ン
ク
一
勤
務
．

現
在
、
日
本
随
筆
家
協
会
会
員
．

戦
中
よ
つ
文
京
区
弥
生
町
に
在
住

平
成

一
二
年
六
月
か
ら

十
月
下
旬
ま
で

６
　
鈍

０

　

　

４

６

　

１７

６

　

２９

一
′
　
　
　
４

6   6

16 10

8  7  7

5  2' 18

10888

12 30 19 9

定
例
役
員
会
　
町
会
懇
親
会

出
席
２９
名

一か
ね
こ
一

文
京
つ
つ
し
会
定
例
総
会

根
津
神
社

町
内
祭
礼
準
備
委
員
会

同
右
　
小
委
員
会

四
町
連
合
祭
札
打
合
せ
会

（魚
邦
）

町
会
長
ほ
か
三
名
出
席

祭
礼
準
備
委
員
会

（常
瑞
寺
一

阿
右
、
三
回

回
右
、
四
回

定
例
役
員
会
、

「地
域
安
全
運
動
防
犯
座
談
会
」

祭
礼
慰
労
会

一常
瑞
寺
一

資
源
回
収

口
赤
献
血
奉
仕
活
動

（本
郷
郵
使
局
）

本
郷
清
掃
協
力
会
、
優
良
会
員
表
彰

本
文
子
さ
ん
　
＝
江
晴
子
さ
ん
受
賞

日
赤
回
ヶ
に
分
川
班
長
会

清
掃
工
場
見
学

橋



７
　
６
　
向
ヶ
丘
地
区
連
合
会
婦
人
部
、

７

　

１３

７

　

１９

７

　

″

００
　
　
　
●‘

８

　

■

施
設
見
学

日
赤
献
血
本
仕
活
動

（シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
）

資
源
回
収

定
何
部
会

文
京
つ
つ
し
会
、
除
草
奉
仕

婦
人
部
創
立

二
十
周
年
記
念
行
事

準
備
委
員
会

目
赤
本
仕
活
動
　
「文
京
ふ
る
さ
と
祭
り
」

救
護
班

資
源
回
収

定
例
部
会
、
祭
礼
準
備
活
動

赤
い
羽
根
募
金
．
￥

一●

一　
二
●
●

婦
人
部
創
立

二
十
周
年
記
念
行
事

婦
人
部
、
交
通
安
全
誘
導
．

防
火
婦
人
部
視
察
研
修
会

Ｈ
赤
献
血
奉
仕
活
動

資
源
回
収

交
通
安
全
協
会
、
駒
込
警
察

サ
ミ
ツ
ト
関
連
安
全
運
動

同
右

　

（か
ね
こ
前
交
差
点
）

祭
礼
御
輿
渡
御
許
可
中
請

・′
　
１０

「蓬
来
た
よ
り
」
第
五
十
七
号
配
布

一平
成
卜
二
年
敬
老

一
（節
Ｈ
の
御
祝
い
一

左
記
の
方
々
に
町
会
よ
り
記
念
品
を
お
屈
け
し
ま

「九
卜

一
歳
以
Ｌ
の
方
一

小
山
信
次
、
　

清
水
康
政

小
林
佐

一
郎
、
森
田
た
つ
、

（婦
人
部
川
当
一

当
町
会
の
方
で
平
成
十
二
年
六
月
、
卜
月
に
ご
逝

去
さ
れ
た
方
は
左
記
の
通
り
で
す
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
折
つ
い
た
し
ま
す
．

高
野
繁
治
様
　
　
」（
十
九
才

　

Ｔ
〓　
け

〓

杉
三
童
千
様
　
　
」ハ
十
四
■

　

一　
一
十
七

六

船
橋
徳
太
郎
様
　
八
十
八
才
　
一
ｒ
十
六

―
四

佐
久
問
　
浩
様
　
八
十
三
才
　
一
一
一
十
四

九

8776

28 21 19 26

10  8  8

1 31 24

10 10

19 18

し
た
，
（敬
称
略
）

『喜
寿
』

飯
久
保
勝
孝

小
川
義
信
、

小
林
義
江
、

福
＋
二
郎
、

梶
原
富
ｉ
、

菅
野
四
郎

鈴
木
哲
夫

「傘
キ
」

飯
久
保
晴
子

横
山
良
子

川
西
正
モ
、

日
中
繁

一
、

須
藤
よ
し
江

溝
口
清
人
郎

高
木
　
清
、

梶
谷
か
ん
、

桑
ｍ
兼
好

一米
寺
』

同
田
マ
キ
、

平
出
せ
い

『卒
寿
』

関
根
鈴
枝
、

原
ハ
ル
イ
、

高
鳥
正
義

関
根
藍
作

〓
屋
ハ
ル
■

＝
西
敦
■
、

東
鳥
喜
代
手
、

林
　
小
枝
子
、

松
円
　

，，
、

山
本
ヤ
ス
エ

中
＝
充
子
、

渡
辺
　
―●
、

白
■
信
子
、

山
路
豊
■
、

伊
藤
幸
作

大
熊
幸
技

画
同
カ
ズ
子
、

福
島
光
え
、

樋
ロ
キ
ミ
、

“
橋
徳
太
郎
、

野
昌
瀬
ひ
さ
え
、

羽^
　
め
つ
た
、

原
山
賢

一
郎
、

今
ロ
ス
エ
、

塚
田
マ
ツ
、

平成12年 度根津神社祭ネt会計報告

収  入 支  出

協賛金291名 2.133000準 備関係費 184,698

本合計より催事姜 300,0001協 賛金関係費 5∞ ,370

第二会場費 10,00o 設営関係費 530,463

渡御関係費 351,304

/
修理積立金 300,O00

次期繰越金 86.654

2,493.000 2,490,000



白
菊
の
群
が
り
咲
け
り
御
嶽
山

紅
葉
映
ゆ
四
季
あ
る
国
に
■
を
合
わ
す

歩
み
止
め
心
い
や
さ
る
萩
の
月

虫
の
声
耳
鳴
り
区
別
つ
け
ら
れ
ず

日
桃
に
実
む
仏
壇
の
規
父
殿

二
崎
坂
御
命
計
の
衆
練
り
上
が
る

秋
点
す
双
曲
線
の
ハ
イ
ウ
エ
イ

賞
さ
ん
の
別
れ
の
旅
や
柳
散
る

と
め
る
手
に
幼
さ
の
こ
る
踊
り
か
な

蓑
虫
の
若
の
み
着
の
ま
ま
枝
渡
り

襟
足
の
黒
子
み
ら
れ
し
踊
り
髪

白
桃
や
少
女
こ
の
頃
反
抗
期

平
―――
雅
美

負
け
菊
に
水
遣
る
菊
の
主
か
な

水
螢
や
母
の
乳
”
を
吸
う
ご
と
く

小
野
向
雪

愁
傷
の
鏡
あ
ら
わ
に
齢
う
つ
す

橋
の
名
に
進
里
の
な
ご
り
柳
版
る
誰

池
田
連
木

仲
見
陛
で
買
ふ
竹
光
や
義
上
の
日
に

み
ぞ
る
る
や
お
つ
か
れ
を
い
ふ
楽
屋
ロ

古
川
＝
雨
亭

編
集
後
記

〓

来
た
よ
り
」
の
巻
頭
を
永
い
問
執
筆
し
て
戴

い
た

「林
　
順
信
」
先
生
の
ご
都
合
で
今
回
は

「上

野
　
静
一
先
生
に
原
稿
を
戴
き
ま
し
た
。
氏
は
執
筆

者
紹
介
に
も
あ
る
通
り
戦
中
戦
後
の
動
乱
期
に
あ
っ

て
、
今
の
人
で
は
想
像
出
来
な
い
経
験
を
さ
れ
て
来

ら
れ
ま
し
た
．
し
か
も
医
大
坂
■
の

一坊
ち
ゃ
ん
商

栄
会

一
Ｌ
言
う
さ
さ
や
か
な
商
店
街
の
中
に
あ
っ
て

選
莱
町
近
辺
の
世
相
を
見
て
お
ら
れ
ま
す
．
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
と
し
て
も
多
く
の
随
筆
を
発
表
さ
れ
て
居
ら

れ
ま
す
．
林
先
生
と
は
違
っ
た
面
で
紙
面
を
豊
か
に

し
て
載
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
．

今
年
の
根
津
様
の
本
祭
り
は
荒
れ
模
様
の
お
天
気

で
何
か
と
大
変
で
し
た
．
そ
ん
な
中
で
事
前
の
準
備

や
当
日
の
細
々
と
し
た
仕
事
に
力
を
添
え
て
戴
い
た

皆
様
方
に
は
心
か
ら
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
今
か
ら
お

知
ら
せ
す
る
の
は
少
し
７
す
ぎ
ま
す
が
、
あ
と
六
年

先
の
平
成
十
八
年

一２
０
０
６
年
）
に
は
根
津
神
社

が
現
在
の
地
に
遷
座
さ
れ
て
か
ら
二
百
年
に
な
り
ま

す
．
根
津
様
と
し
て
は
　
既
に

「
三
百
年
記
念
祭

一

を
盛
大
に
行
う
べ
く
計
画
を
練

っ
て
居
ら
れ
る
様
で

す

秋
蝶
は
量
の
御
霊

（み
た
ま
）

山
桃
の
熟
れ
て
Ｈ
し
と
共
笑
顔

か
が
ま
つ
て
手
折
り
し
菊
や
け
の
影

秋
の
灯
を
庭
に
点
し
て
雨
戸
閉
●

鳴
く
虫
は
雄
の
み
と
知
る
自
嘲
か
な

躍
り
た
し
恥
ず
か
し
彼
の
来
て
い
れ
ば

福
山
ｔ
重

岡
円
栄
子

肯
本
拝
寿

城
山
吹
雪

金
子
卿
雨

彦
坂
つ
ぐ
を

よ
我
を
訪
ふ

船
橋
小
糸

津
久
丼
た
か
お

あ
と

一
箇
月
程
で
い
よ
い
よ
二
十
　
Щ
紀
が
始
ま

り
ま
す
．
Ｉ
Ｔ
革
命
と
や
ら
で
世
界
中
が
胎
動
し
て

い
ま
す
が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
大
地
に
足
を
ふ
ま
え
て

歩
き
ま
し
ょ
う
．

編
集
委
員

ｉ
ｔ
栄
一
　
竹
中
俊
之
　
常
岡
　
裕

青
木
喜
　
　
池
田
　
暉


